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１．下水調査結果を用いたCOVID-19
流行予測

２．感染症適応社会を実現するリアル
タイム下水監視システムの構築

（下水道応用研究）

３．まとめ

本日の内容



3１．下水調査結果を用いたCOVID-19流行予測
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COVID-19流行予測入力データ
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COVID-19流行予測結果
１．下水調査結果を用いたCOVID-19流行予測

実際の値
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COVID-19流行予測情報発信HP
１．下水調査結果を用いたCOVID-19流行予測
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COVID-19流行予測情報発信HP
１．下水調査結果を用いたCOVID-19流行予測

登録者数：
２３１６人（12月20日）
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COVID-19流行予測情報発信メール
１．下水調査結果を用いたCOVID-19流行予測
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２．感染症適応社会を実現する
リアルタイム下水監視システム

の構築
（下水道応用研究）
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下水処理場

近隣都市

下水処理場

感染症罹患者数及び都市下水中
ウイルス濃度のリアルタイム予
測にはARD等のスパース推定や
ベイジアンリッジ回帰等、最新
の回帰分析（機械学習）手法を
適用

下水水質・気象情報・人の移動
情報のデータから感染症罹患者
数及び都市下水中ウイルス濃度

をリアルタイム予測

感染症注意情報を
社会に向けて発信

感染症
罹患者数
上昇！

将来的には
制御自動化

下水処理における
ウイルス除去のために
運転条件を制御
（GAIA成果適用）

ウイルス
濃度上昇！

近隣都市の下水処理場
と情報共有し運転制御

感染症適応社会
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COVID-19流行予測
２．感染症適応社会を実現するリアルタイム下水監視システムの構築

研究項目１
都市下水中の感染症関連
バイオマーカーリアルタイム
モニタリング技術の開発

バイオマーカーセンサー開発
（東北大学、北海道大学）

都市下水サンプル及び実証実験
の場の提供
（仙台市）

バイオマーカー測定装置設計
（(株)明電舎)

研究項目２
感染症罹患者数及び
都市下水中ウイルス濃度
予測モデルの構築

下水水質解析、モデル構築・検証
（東北大学、ユニアデックス(株)）

モデル検実証実験支援
（(株)日水コン）

気象情報・人の移動情報解析
（東北大学、ユニアデックス(株)）

研究項目３
消毒処理における
ウイルス不活化効率
予測モデルの構築

モデル構築・検証
（東北大学）

モデル実証実験支援
（三機工業(株)）

都市下水
水質

気象情報

人の移動
情報

統計モデル#1
感染症
罹患者数

統計モデル#2
都市下水中
ウイルス濃度

スパースモデリング、ベイジアンリッジ回帰等

Norovirus

GII.4 GII.2 GI.6 MNV
・・・

Report1 2 4 7 8 20 213 5 6 23・・・

各ウイルスの不活化モデルパラメータ (k, m, n) に確率分布を仮定

!"#$"%&'( )!"#$!%# , +&'()

遺伝子型特異的感受性差を発生 !"#$"%&'( )*+, , +-'.)

消毒テスト間で
生じる実験誤差

MNVの不活化モデル
パラメータの分布

!!"# = exp	(( + * + ,- + . + /01,023/420 + 5 + /3260/ + 7 + 83/02	/9,0)
Plaque or PCR

Purified or Contaminatedセンサー＋データロガー

通信
オートサンプラー

都市下水中の感染症関連
バイオマーカーリアルタイム
モニタリング技術の開発

感染症罹患者数及び
都市下水中ウイルス濃度
予測モデルの構築

消毒処理における
ウイルス不活化効率
予測モデルの構築
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センサー開発
２．感染症適応社会を実現するリアルタイム下水監視システムの構築

電気化学アナライザー
(ポテンショスタット+ファンクションジェネレーター)

測定ソフトウェア

ファラデーゲージ

測定セル

Control

Positive
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３. まとめ

下水中新型コロナウイルス陽性率等を用いて、
機械学習により翌週の陽性報告者数を予測する
ことを試みている。

予測モデルを更新しながら、１１月８日より、
新型コロナウイルス陽性報告者数予測の公開検
証を開始した。

下水道応用研究では、新規下水中バイオマー
カーのリアルタイム測定に基づく感染症流行関
連情報の取得技術の開発に取り組んでいる。


